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《講演会報告》
通信教育部学会第14回講演会
21世紀を女性の世紀とするために
─創立者のご提言から考える─
講師　浜四津　敏子
2011年 8 月14日　19時～20時30分
創価大学本部棟Ｍ401教室
　創価大学通信教育部学会は，例年，夏期スクーリングの際に，講演会・シンポジ
ウムを開催してきました。まず授業の予復習や試験準備のある中，これまでご参加
いただきました学生会員の皆様に厚く御礼申しあげます。
　さて回を数えて第14回となる2011年度は，講師に著名な政治家として長年にわた
り活躍されてきた弁護士の浜四津敏子氏を迎え，「21世紀を女性の世紀とするため
に─創立者のご提言から考える─」とのテーマのもとに講演をいただきました。同
氏は，現在，弁護士のほか，本学客員教授も務められ，また本年度より本学通信教
育部の授業も担当されています。
　講演会の会場となった本部棟Ｍ401教室は，立ち見が出るほどの大盛況であった。
冒頭，主催者を代表して花見常幸会長より謝辞と講師紹介があった。
　講演では，まずいまよりもずっと女性弁護士が少なかった時代に，弁護士となっ
て活躍されてきた点が語られ，聴衆を惹きつけた。つぎにやはりまだまだ少数派で
本部棟M401教室
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ある女性議員の 1人として，女性の福祉の向上をはじめとして，長年にわたりさま
ざまな立法活動に携わってきた点が語られた。さらに 1人の女性として家事・育
児・仕事をやり遂げて来られた人生のご苦労も語られた。そしてその講師のご活躍
の原動力となったものが，本学創立者の女性思想であった点が明かされた。また講
演では，聴衆に対して法学の基礎問題が出題され，法学を学ぶ楽しさが会場全体に
広がった。
　当日，講演会に参加できなかった会員の皆様のために，講師のユーモアを交えた
明快なお話とその話術を味わっていただきたく，ここに掲載いたします。なお掲載
にあたり，講師本人により，加筆・修正をいただきました。
（文と写真：坂本幹雄）
会長挨拶　花見通信教育部長司会　加納准教授
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講　演
21世紀を女性の世紀とするために
─創立者のご提言から考える─
浜 四 津 敏 子
₁．御礼
　みなさまこんばんは，本日はお招きいただきまして大変ありがとうございます。
ただいまご紹介いただきましたが，私は昨年の 7月まで公明党の参議院議員として
18年間，立法府に身を置きました。そして公明党の理念である平和・福祉・環境・
人権・教育の分野を大きく前進させるために現場第一主義，常に生活者の側に立つ
との姿勢で走り続けてまいりました。その間多くの皆様に励ましていただき，御助
言をいただき，お力をいただき，おかげさまで様々な立法に携わり，数多くの政策
を実現することができました。本当にありがとうございました。
₂．創大での講義受諾の理由
　私は議員になる前，弁護士として20年，その後，議員として18年勤めまして，昨
年再び元の弁護士の仕事に戻りました。そして今年度の後期 9月から，創価大学よ
りお誘いをいただきまして法学部で週 1回講義をさせていただくことになりまし
た。創価大学は他の大学にない崇高な平和の理念と深い人間主義の哲学のもと，創
立者池田先生の深い思いと遠大な理想を掲げて設立された大学です。教育の歴史に
も非常に重要な意義を持つ深い使命のある創価大学です。その大学で講義を，とい
うお話をいただきましたときに大学のご期待に私がお
応えできるのだろうか，考えました。熟慮の末，お受
けすることにいたしました。私の人生の根本となりま
した生命哲学と出会い，また，人生の師匠とお会いし
たのが10代の後半でちょうど大学生の皆さんと同じ年
代でした。その年代の皆様に良い人生を，幸せで，心
豊かな人生を歩んでいただきたい。そのために少しで
も私の経験が，それはとても意義のある経験だけでは
なく失敗の経験，あるいは挫折の経験も含めましてお
役にたてるのであれば，と考えたからです。 浜四津客員教授
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　私は仏法に巡り合いまして師匠の慈悲・慈愛の指導に触れて人生途上での様々な
経験，友情であったり同志愛であったり家族愛であったり，時に心ならずも人を傷
つけてしまったり，貧しさも豊かさも含めて全て祈りながら乗り越えてきた様々な
経験があります。学生の皆様のご相談にものってさしあげられるのではないかと思
ってお受けいたしました。
　そして大学の講義では，私の弁護士，国会議員としての経験から，具体的なケー
スに即してこういう場合にどうその課題を解決していったらいいのか，法はどのよ
うにその解決法を定めているのか。それを学んでいただいて課題解決能力を身につ
けていただければ良いかなと思っております。
₃．生命哲学との出会い
　私ごとですが，高校 1年生の時，社会はちょうど，いわゆる60年安保の時代でし
た。日米安全保障条約の改定を巡って連日激しい学生運動や，デモが起こりまし
た。国会議事堂の前でのデモで，東大の女子学生樺美智子さんが警察と衝突して亡
くなる，という事件も起きました。私が通っておりました東京都立戸山高校の先生
も，授業時間中に，日米安保条約はおかしい，反対すべきだ，君たちも行動せよ，
授業の中でそんなことを言うような時代でした。
　当時，私が特に親しくしていた女性の友人が 4人おりました。そのうちの 3人が
共産党の組織に入って活動をはじめました。当時の高校生・大学生が，多くの人が
そう思っていたと思うのですが，私も共産党に入ろうか，と思っておりました。ほ
とんど心を決めかかっておりました。当時は純粋に平和のために人々の幸せのため
に共産党に入党した人も多かったのです。
　日本の新聞では，その頃，旧ソ連あるいは東欧諸国・東ドイツ・北朝鮮等は地上
の楽園，と宣伝しておりまして，私たちは共産主義国というのは理想の国なんだ，
と思っておりました。共産主義の国では国民はみんな自由で豊かで教育費も医療費
もいらない，生活の心配は一切ない，本当に素晴らしい国なんだ，と宣伝しており
ました。ところが，実際はこうした国々では後から判明したんですけれども，共産
党の一党独裁で，共産党幹部は贅沢三昧，利権と腐敗・汚職ばかり。そして，庶民
の人たちはその日の食べるものにも困る極貧生活を強いられていた。信仰の自由も
表現の自由もない，党の批判をすればすぐに強制収容所に放り込まれる。あまりに
非人道的な社会だということが20世紀の終わりごろになってようやく世界に知らさ
れるようになりました。そして1991年には旧ソ連が崩壊いたしました。
　当時，理想に燃えて共産党に入った私の友人達は次々と党をやめていきました。
私は，本当に世界の平和を実現するため，また一人ひとりの幸せを実現する道は生
命哲学にあるのではないかと思いました。その後，人生の師匠にお会いし，ご指導
いただく機会もありまして，また，多くの素晴らしい方々と一緒に活動し，もう既
に50年になりました。
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₄．半世紀前の日本の女性の生き方
　私が10代の頃，今から約50年ほど前ですけれども，当時，女性は仕事などせずに
お料理・お花・お茶等の花嫁修業をして良い人と結婚し，子供を産み育てるのが女
性の幸せな生き方だというのが常識でした。恋愛結婚よりもお見合い結婚の方が多
かったのです。私の祖母の年代の人達は実際に私の祖母もそうでしたが，結婚，と
いうのは家と家の取り決めで親が決めた結婚にそのまま従う。ですから結婚式の日
に初めて相手の顔を見た，という結婚がほとんどでした。私達の時もどちらかとい
えばお見合いの方が多かったのですが，それは面倒見の良いおじさんやおばさんが
身の回りにいたからです。学校を卒業して就職しても女性は結婚するまでの腰掛け
と言われていました。結婚したら当然に仕事は辞めるもの，というのがいわば常識
でした。
　その頃，私たち女性が一生仕事をするためには何か手に職を持つ。例えば看護師
さんだったりお医者さんだったり公務員だったり弁護士だったり，そういう特別な
資格を持つ必要がありました。私は高校卒業後，慶応大学の法学部に進学しました
が，当時女性が大学へ行くなんていうのは生意気になってダメだ，と言われており
ました。中でも仮に女性が大学に行くにしても文学部だ，というのがお決まりのコ
ースでした。私が「法学部へ行きたい」，と言いましたときに，家族親戚周りの人
達から「本当に変わった子だ」，と言われました。確かに私が慶応大学に入学した
ときに法学部は 1学年500人くらいいたと思うのですが，女性は全部で本当に数え
るほどでした。20人弱くらいだったと思います。その女性が 2，3のクラスにまとめ
られまして，私のクラスメイトは10人女性がいたんですけれどもそのうちの 9人は
全員仕事に就くことなく，大学を卒業してすぐにお見合い結婚をしていきました。
₅．司法試験への挑戦
　私は大学 3年のときに司法試験を受けようと決意をいたしました。ちょうどその
時に創立者の学生への指針を読みました。その中にこういう指針がありました。
「使命を自覚した時，才能の芽は急速に伸びることができる」というものでした。
私はそれを読んで，「そうだ，私は先生の弟子として，法律家として少しでも多く
の方のお役にたてるよう頑張ろう」と決意をいたしまして必死で勉強し，司法試験
に合格しました。司法試験に合格したとき，創立者池田先生にお会いし，激励をい
ただきました。その時，「仏法を信ずる者は男女は嫌うべからず」というご指導が
ありました。私はその時まで，大体法学部に行くなんて本当に女の子らしくない，
ましてや司法試験を受けるなんていうのは本当にどうしてこんな変わった子になっ
たのだろう，と半ば白い目で見られていましたので，「私が自分の行きたい道を行
ってもいいと言ってくださる方がここにいる」，と本当に嬉しく思いました。また，
桜梅桃李という法理も教えていただきました。
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₆．近代女性史について
　当時，司法試験の合格者数は 1年間で500人と決まっておりました。そのうち女
性は20数人でした。私が弁護士となった1972年当時，日本の女性の弁護士の総数
は，全国で僅か300人でした。それが今では，全国で何人ぐらいいるとお思いでし
ょうか？　女性の弁護士は，約3000人おります。本当に隔世の感がいたします。そ
れではみなさま，当時といっても数十年前，半世紀前ですが何故，日本では多くの
女性は仕事をしなかったのでしょうか？　「男は仕事，女は家事・育児」と法律で
規制されていたのでしょうか？　それが今なぜ女性が仕事を持つのは当たり前とい
う時代に変わってきたのでしょうか？　どうお考えでしょうか？　ここでいくつか
質問をさせていただきたいと思います。
　「近代日本が男女共学を認めるようになったのはいつのことでしょうか？」。答え
を次の 3つの中から選んでください。 1．明治元年　 2．大正10年　 3．昭和22年。
正解は昭和22年なんですね。第二次世界大戦，アメリカやイギリスなどを相手に日
本は戦争したんです。イタリアのムッソリーニとか，ナチスドイツと一緒になって
手を組んで連合国と闘って昭和20年に負けました。そしてその後に法律が大きく変
わりまして教育基本法，学校教育法などができまして男女共学が認められるように
なったのです。今日のようなこういう授業で，男性の方も聞きに来てくださってお
りますけれども，こういうことは考えられない時代だったのです。原則として男女
別学。明治11年に教育令というのが出されました。そこでは何を決めていたか，と
いいますと女性にはお裁縫とか育児などの良妻賢母教育，つまり良き妻・賢い母に
なるような教育，それを施すこと，と決められておりました。
　それでは，また問の 2です。「日本で初めて女性が選挙権を行使できたのはいつ
でしょうか？」。これも 3つの中から選んでいただきます。 1．明治21年　 2．大正
11年　 3．昭和21年。正解は昭和21年なんです。日本で女性が政治に参加できるよ
うになったのは僅か半世紀前のことなんです。せっかく女性が参加できるようにな
ったわけですから，積極的にその権利を行使して，お互いに社会を良くしていきた
いと思います。
　それでは日本のことから世界に目を向けて「世界で初めて女性の参政権が認めら
れたのはどの国で，いつのことだったでしょうか？」。 4つの中から選んでいただ
きます。 1．アメリカ　 2．フランス　 3．ニュージーランド　 4．イギリス。正解は
3のニュージーランドです。ちなみにアメリカ，フランスは1920年に女性の参政権
を認めました。イギリスは1928年です。それに対してニュージーランドは1893年，
日本でいえば明治26年に既に女性の参政権を認めていました。そしてニュージーラ
ンドはどういう方向に社会を持っていったか，といいますと世界でも最も早くほぼ
全ての自治体で非核宣言をしております。また，1987年に非核法，核兵器を持たな
いということを法律で決めておりまして，平和の先進国として名高いのがニュージ
ーランドです。女性が政治に参加できる国がいかに社会を平和な方向に持っていく
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かということを証明していると思います。
₇．憲法について
　またちょっとお考えいただきたいと思います。仮に，あなたが今の政府のいい加
減さに憤り，「菅総理は本当に酷い，被災者支援も復興が遅れていて情けない，早
く辞めろ」と言ったとします。そう言った人は警察に捕まり刑務所に入れられたり
するでしょうか？　なぜ捕まらないのでしょうか？　そうですね，おっしゃる通り
です。日本国憲法21条に「 1．集会，結社及び言論，出版その他一切の表現の自由
は，これを保障する」とあるからです。では戦前，創価学会初代会長牧口常三郎先
生， 2代会長戸田城聖先生は戦争反対，神札を受けないといわれたことで逮捕さ
れ，投獄され，牧口先生は獄死されました。なぜでしょうか？　それは，治安維持
法という法律があったからです。そもそもその上に大日本帝国憲法というのがあり
まして，その大日本帝国憲法28条にはこう定めてありました。「日本臣民は，安寧
秩序を妨げず及び臣民としての義務に反しない限りにおいて，信教の自由を有す
る」また，その大日本帝国憲法の29条には「日本臣民は，法律の範囲内において，
言論，著作，印行，集会及び結社の自由を有する」，つまり法律でこうした自由は
制限できる，ということになっておりましてそれに基づいて治安維持法が作られ，
治安を害するような発言，戦争反対とか，というようなことを禁止していてそれに
反すると罰せられた，ということです。
　今，日本では神札を受けるようにと言われても「うちは結構です」と言えます。
でも戦前は言えませんでした。それは，神道が国家神道とされていたからです。日
本臣民は全て神社の前では礼拝し，各家庭には神札を張らなければならない，と決
められておりました。
　またちょっと話題を変えますが，私達の父親の世代より前はみな若い頃に赤紙 1
枚で兵隊にとられました。現在日本人が兵隊にとられるということはあるでしょう
か？　ないですよね。何故でしょうか？　そうですね。戦前は，また憲法の話にな
りますが，大日本帝国憲法という偉そうな名前の憲法だったんですけれども，この
偉そうな憲法は明治22年から昭和22年まで有効だったんです。その20条に，「日本
臣民は兵役の義務を有す」と決められておりました。そしてその大日本帝国憲法の
12条では「天皇は陸海軍を統帥す」。つまり天皇がトップで天皇の下に軍隊があっ
て日本臣民は兵役の義務があるので必ず兵隊に出なくてはいけないと決められてお
りました。それが敗戦になってポツダム宣言を受諾し，日本は憲法を変えることに
なりました。その新しい日本国憲法というのが昭和22年から現在まで有効な憲法で
す。その 9条にこうあります。「第 1項．日本国民は，正義と秩序を基調とする国
際平和を誠実に希求し，国権の発動たる戦争と，武力による威嚇又は武力の行使
は，国際紛争を解決する手段としては，永久にこれを放棄する」。戦争の放棄を謳
っております。そして 2項「 2．前項の目的を達するため，陸海空軍その他の戦力
は，これを保持しない」と憲法で決められたのです。
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　では，これは今の憲法のことでちょっと頭の体操をしていただければと思いま
す。今の憲法20条 1 項にこういう条文があります。「 1．信教の自由は，何人に対し
てもこれを保障する。いかなる宗教団体も，国から特権を受け，又は政治上の権力
を行使してはならない」。
　こういう風に決められております。で，ある人がこう言いました。「創価学会は
公明党を支援することにより，政治上の権力を行使しているではないか，だから公
明党は憲法違反である」こういう主張が根強くあります。みなさまはどうお考えで
しょうか？　憲法20条 1 項というのが何故うまれたのかと言いますと，戦前の国家
神道，神社は国から特別の国教としての地位と財産的な支援を受けておりまして，
その結果国民の信仰の自由を著しく侵害してきた，という歴史があります。また，
日本以外の国々でも多くの国で教会や寺院が統治権を行使して信教の自由を奪って
きた，という歴史がありまして，人類はこの反省の上にたって政教分離の規定を置
くようになりました。つまり，国家権力が特定の宗教と結びついて国民の信教の自
由を侵害することを禁止するもので，その名宛人は国なのです。逆に宗教団体や特
定の信仰を持つ人は政治に関与してはいけないなどと定めたものではないのです。
でも「宗教団体が政治上の権力を行使してはいけないとあるではないか。政治上の
権力とはようするに政治的な行為をすることなんだ」と非常に穿った解釈をする憲
法学者が一部におります。しかし，これは政府見解でも憲法学会の通説でも明快
に，この憲法20条 1 項でいう政治上の権力とは，「国や地方自治体に独占されてい
る統治的な権力」例えば司法権とか立法権とかあるいは行政権，税金を集めるなど
をいうと解されています。これは解決のついた問題であるはずなんですが，選挙の
度にこの理論が蒸し返されているというのが現状であります。仮にこうした人達の
主張が正しいとすると，宗教団体というのは政治活動することは禁止されるという
結果になります。しかし憲法は21条で集会・結社の自由，13条で幸福追求権が認め
られておりまして，日本の全ての団体例えば労働組合も団体ですけれども政治活動
の自由が保障されている，と考えられておりますので，宗教団体も当然にその基本
的人権として政治活動の自由が認められております。宗教団体だけはダメなんだ，
ということになると，それは憲法14条の法の下の平等に反することになります。
　それでは，ちょっとまたガラっと話を変えまして，創価大学の卒業生の山田和男
さんと同じく創価大学卒業の，別に創価大学じゃなくてもいいんですけど田中花子
さんが結婚することになりました。結婚後その花子さんは，当然に山田花子さんに
なるんでしょうか？　戦前は女性は結婚すると夫の家の一員となるとされておりま
した。でも今は憲法24条にこうあります「 1．婚姻は，両性の合意のみに基づいて
成立し，夫婦が同等の権利を有することを基本として，相互の協力により，維持さ
れなければならない」と家庭生活における男女平等を定めています。これに基づい
て民法750条で「夫婦は，婚姻の際に定めるところに従い，夫又は妻の氏を称する」
ですから，山田花子さんにならなくても，山田和男さんの方が田中和男さんになっ
てもいいんです。法律上は。でも実際には夫の氏を称するカップルが何パーセント
だとお思いでしょうか。95%以上は夫の氏を称しているのです。やっぱり，なん
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となく，まだまだ，男の氏を名乗ってあげないと，顔を立ててあげないと，という
風に思っていらっしゃる方が多いと思いますが，法律上はどちらでも良いのです。
ここから選択的夫婦別姓の議論が出てきます。今日は時間がありませんので置きま
すけれども。
　で，またちょっと考えていただきたいんですが，夫Ａ・妻Ｂ・長男Ｃ・長女Ｄ・
次男Ｅ　こういうご家族がいらっしゃるとします。夫がなくなって遺産が残りまし
た。さて，妻は遺産が相続できるでしょうか。戦前は原則としてできなかったんで
すね。Ｃ，Ｄ，Ｅは相続できるでしょうか？　現在はできますね。でも戦前はＤも
Ｅも相続できなかったんです。戦前は原則として家督相続といいまして，家の財産
というのは全て長男が相続するということになっておりました。ですから長女Ｄ次
男Ｅというのは戦前でしたら相続できなかったんですね。そういうようにほんの一
例ですけれども，日本の法体系が大きく変わったというのは，実は憲法が変わった
からなんです。大日本帝国憲法と今の日本国憲法とは，憲法の目的が違います。大
日本帝国憲法の目的は何だったとお思いでしょうか。大日本帝国憲法の目的は天皇
制国家の護持，つまり天皇制国家を守るために憲法がある，という位置づけでし
た。では日本国憲法の目的はなんでしょうか。個の尊厳と解釈されております。私
は生命の尊厳でもあると考えています。憲法というのは国の根本法です。憲法を見
ればその国が分かる，といわれているように，国の在り方を決めている。それとそ
の国の国民がどういう権利を持ち義務を持っているか，ということも憲法を見れば
分かる。
　この大日本帝国憲法と日本国憲法は目的が違いますので，基本原理も違います。
どう違うとお思いでしょうか？　大日本帝国憲法は天皇制の護持の目的のために基
本原理が定められていました。今の憲法も基本原理が定められていますけれども，
何かご存じでしょうか。今の憲法から行きましょうか。これはもうみなさま有名な
ところですから 1つは国民主権。それから平和主義。基本的人権の尊重。この 3つ
が個の尊厳・生命の尊厳を達成するためには不可欠な原則として定められていま
す。これに対し，大日本帝国憲法は天皇制国家を護持するための基本原理として，
ひとつはもちろん天皇主権でした。国家権力は全て天皇が有しておりました。それ
から平和主義ではなくて軍国主義でした。基本的人権は制約されておりました。非
常に制約されていたんです。そういう日本は先の，先のといっても66年前ですが，
戦争で負けたことによって，大きく変わりました。連合国のマッカーサー総司令官
が，厚木の基地に飛行機から降りてきました。その姿を見て創価学会第 2代会長戸
田城聖先生は，「梵天君，なかなかやるじゃないか」と言われました。日本で信仰
の自由，宗教の自由が認められるようになったのは，まさしく戦争に負けて，新憲
法，日本国憲法になったからなんですね。でも憲法が変わってもなかなかすぐに国
民の方々の意識が変わるというわけにはいきませんで，時間がかかりました。
　皆様日本で初めて女性の最高裁判事が誕生したのはいつだと思いでしょうか？　
これもまた， 3択で選んでください。 1．昭和21年　 2．昭和60年　 3．平成 6年。
正解は平成 6年なんです。随分時間がかかりましたよね。また，日本で初の女性知
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事が誕生したのはいつでしょうか？　これも 3択で選んでください。 1．昭和60年　
2．平成元年　 3．平成12年。どれでしょう。平成12年です。日本の歴史始まって以
来，初めての女性知事が大阪に誕生いたしました。私たちも応援した太田房江さん
という人です。
₈．家族法と女性について
　家族法というのがあります。家族法というのは民法の親族・相続編のことを家族
法というのですけれども，それでちょっと頭の体操をしていただきたいと思いま
す。夫Ａ妻Ｂ，結婚して30年経ちました。で，夫Ａは妻Ｂに「30年間どうもありが
とう，お礼に今年の結婚記念日に奮発して 1カラットのダイヤモンドの指輪を買っ
てあげよう」と約束したんです。そこでＢさんは，「これは口約束だけでは危ない，
一筆ちゃんと書いてください」とちゃんと誓約書を書いてハンコも押してもらいま
した。Ｂさんはこれで大丈夫と思っていたんですが，約束の日になってもちっとも
ダイヤを買ってくれません。催促すると「やっぱり勿体ないからやめた」。で，怒
ったＢさんが「ちゃんと誓約書があるんだから」といって裁判所に訴えたとしま
す。さてＢさんは裁判所の判決でＡさんにダイヤの指輪を買わせることができるで
しょうか？　どうしてできないんでしょうか。そうなんですね。これは家族法民法
の754条にこういう条文があります。「夫婦間でした契約は，婚姻中，いつでも，夫
婦の一方からこれを取り消すことができる」。夫婦の間で約束したことは夫婦の信
頼関係にまかせて，原則として法は介入しないということです。これは是非良い方
に活用いただければと思います。
　また，家族法の問題ですが，夫Ａ妻Ｂ子どもＣ，Ｄ。実は夫Ａは結婚前から好き
な女性がいました。で，結婚して20年，夫はだんだん家庭を顧みなくなりました。
妻Ｂは夫Ａから生活費をもらい家事と育児に専念してきました。夫Ａは結婚20年後
に，「これからは，自分は結婚前から好きだった愛人のＥ子さんと生涯を過ごした
い」といって妻Ｂに離婚を請求しました。裁判所はこの離婚請求を認めるでしょう
か。実際にあった判例ですが，今だったら，一定の条件の元に既に夫婦関係が破綻
した夫婦について，有責配偶者からの離婚請求を認める，ということに最高裁は判
例を変えましたけれども，これは戦後すぐの事件でした。昭和27年の事件でした
が，裁判所はこういったんです。「夫は他に女性をつくって妻を捨てようというの
であって，このような請求が認められるとすれば，妻にとっては踏んだり蹴ったり
だ。法はかくのごとき不徳義勝手気儘をゆるすものではない」と。これを「踏んだ
り蹴ったり判決」といいます。その頃は女性は弱い立場だった。仕事も出来ない。
夫だけが稼いで，妻は家事育児に専念する。専業主婦が当たり前だった時代に出た
判決です。
　また，昭和30年の判決ですけれども，夫Ａ妻Ｂ結婚して27年，長女Ｃがいます。
Ａは結婚数年後から次々色々な女性と親しくなりまして， 4人女性関係を持ったん
です。で，妻は家を出て家政婦として独立して，夫のもとに帰る意思もありませ
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ん。夫は女性関係も多かったし度々暴力も振るわれていたので，離婚してくださ
い，といって裁判所に離婚を請求したのです。この裁判では，離婚請求は認められ
るでしょうか。認めてあげたいですよね。ところが，これは東京地裁判決なんです
が，裁判所はこういっています。「夫の度重なる不貞行為は妻にとっては重大な侮
辱だが，妻は旧来の婦徳を重んじて忍んでこれに耐え，家庭を守って長女の養育に
専念してきた。また夫は妻に罵詈雑言をつくし殴打して暴行を尽くした。その事情
はよく分かる。しかし，妻は年齢満50歳で女性としては既にその本来の使命を終え
ている」と。とんでもないですよね。で，「今後はいわば余生であって，今後にお
いて花咲く人生は到底期待できない」。失礼しちゃいますよね。「一方夫はようやく
49歳に達したばかりで，男性としてこれからも仕事をし，家族を養うことが期待で
きる。従ってもはや姥桜の妻は夫の元に帰るように」。これを「姥桜判決」といい
ます。この時代にはまだ女性の裁判官も非常に少ない。女性の弁護士も少ない。や
っぱりこういう判決に影響してくるんですね。
　もう 1つ面白い判決を紹介いたします。これも夫Ａ妻Ｂ長男長女 2人の子どもが
います。結婚して28年。夫妻ともに50代前半です。長男長女は独立しました。夫は
妻にしばしば暴力を振るって怪我をさせたり気を失うまで殴り続けた。妻はもう耐
えられませんといって，長男のところにいって別居した。これからは自分に正直に
心安らかに過ごしたいから，この離婚を認めてください，と裁判所に離婚請求した
んです。裁判所は認めたでしょうか。これは平成 3年になってからの判決ですけれ
ども，裁判所はこういったんです。「夫妻ともに老年を迎える転換期に来ている。
夫が反省すれば結婚生活の継続は可能だ。妻はいつまでも子どものところに身を寄
せるような安易な態度を改め，速やかに子離れすべきだ。今度は夫妻二人して何処
を探しても見つからなかった青い鳥を身近に探すべきだ」。これが有名な「青い鳥
判決」といわれる判決です。平成に入ってからもこのような判決が相次ぎました。
後に最高裁は，判例を転換いたしまして有責配偶者からの離婚請求で，事実上，夫
と妻の関係が破綻しているのであれば，離婚は認めようという方向になっておりま
す。ただし経済的な保障を十分にするとか，まだ小さい子どもがいる場合には考慮
にいれるということになっております。
₉．刑法について
　それでは最後の30分になりましたが，今度は少し刑法の世界で頭の体操をしてい
ただきたいと思います。刑法199条というのがあります。そこにはこうあります。
「人を殺した者は，死刑又は無期若しくは 5年以上の懲役に処する」と決められて
おります。ところで，Ａさんがイノシシ狩りのために山に入って前方に黒いものが
動いたのを見た。それを猪だと思って銃を撃ったところ近づいてみたらそれは猪で
はなくてＢさんだった。Ｂさんは死んでいた。このＡさんの行為は199条の人を殺
したるものにあたるでしょうか。実際に死んでいるわけですね。で，銃は撃ってい
るわけです。そうですね。殺人罪にはなりません。何故かというと199条では人を
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殺した者，つまり殺意をもって殺したことが要件になっているからです。でもこれ
に過失があった場合には刑法210条の過失致死罪あるいは211条の業務上過失致死罪
ということになります。
　また，ＡとＢは恋人同士でした。ある日，ＢはＡの部屋でMDMAという違法ド
ラッグを飲んで遊んでいました。Ａさん，これは女性なんですが，そのドラッグを
飲んだ直後苦しみだしたのです。で，男性のＢは怖くなって逃げ出しました。その
後その女性は亡くなりました。仮にＢがすぐに救急車を呼んでいれば十中八九この
女性は助かっただろうといわれています。さて，Ｂは何罪になるでしょうか。
　これは実際に，あるタレントが犯した事件です。殺人罪ではないですよね。刑法
218条，219条に保護責任者遺棄致死罪というのがあります。ある行為をしなかった
ことにより犯罪になるものを不作為犯といいます。
　それでは次のケース考えていただきます。Ｂさんがジョギング中河原を走ってい
ると，子どもＡが川の中で溺れかかって「助けて」と叫んでいました。しかしＢさ
んは泳げないこともあり，「今日は会社も早く行かなくちゃいけない，関わり合い
たくない」と思ってそのまま逃げてしまいました。その後，子どもＡは死亡しまし
た。さてＢさんは何らかの犯罪になるでしょうか。これは答えは無罪です。つま
り，たまたま通りかかったＢさんにはＡを助けなくてはいけないという法律上の義
務はありません。参考までに刑法217条に遺棄罪というのがありますが，「老年，幼
年，身体障害又は疾病のために扶助を必要とする者を遺棄した者は， 1年以下の懲
役に処する」とありますけれども，これも法律上助けなくてはならないという義務
のある人が何もしなかったという場合にこれが適用されます。
　それではだいぶ時間が来ましたので，ちょっと省略をいたしまして，また次の機
会にします。Ａは，Ｂさんの首に縄をかけて窒息させてＢは死にました。Ａは何罪
になるでしょうか。そうですね，刑法199条のまさしく殺人罪になります。では，
Ａは死刑執行人としてＢの首に縄をかけて窒息させて死なせました。行為としては
同じですけれどもどうでしょうか，犯罪なのでしょうか。何故犯罪にならないんで
しょうか。刑法35条に「法令または正当な業務による行為は罰しない」とあります
ので，これは人が死んだという結果は同じですけども正当な業務として行った，つ
まり違法性がないということで犯罪にはなりません。
　それではＡさんは散歩中，道の側に面しているＢさんの家に差し掛かったとこ
ろ，綺麗なスミレが咲いていました。あまり綺麗なので「あれをうちの部屋に飾ろ
う」と思ってスミレを一輪もらいました。Ａさんは何罪になるでしょうか。確かに
刑法の235条には「他人の財物を窃取した者は，窃盗の罪とし，10年以下の懲役又
は50万円以下の罰金に処する」とありますので，このＡさんの行為はいわゆる構成
要件には該当するのです。だけれどもわずかスミレ一輪というのは罰するほどの違
法性はないではないかということになっておりまして，可罰的違法性がないという
ので，犯罪不成立とされております。
　またあともう少し刑法で頭の体操をしていただきたいと思いますが，Ａさんは車
を運転中，前を走っていたＢさんと喧嘩になって，追い抜いた，追い抜かれたとい
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うことで喧嘩になって，ちょっと止めろ，ということで喧嘩になりました。Ａはヤ
クザ風のＢに恐怖を感じて素早く車に戻って発進させたんです。それを見たＢは怒
ってフロントガラスに覆いかぶさって，そしてサイドミラーにつかまってドンドン
ドンと叩きましてボンネットに乗ってきたのです。Ａは更に怖くなってそのままス
ピードを上げて走ったところＢは道路に転がり落ちて死にました。さてＡさんはど
んな責任を問われるでしょうか。Ｂさんは亡くなっているんです。Ａさんは車を発
進させて振り落した。ＡさんにはＢを殺そうという殺意があったでしょうか。積極
的な殺意はなかったですね。だけれども，自分がこのまま車を運転していけば転が
り落ちて死ぬかもしれない，死んでもいい，と思った。これを「未必の故意」とい
います。未必の故意があったということで殺人罪になります。刑法というのは考え
ていくと大変面白いものが色々あります。このように法律というのは，実は私達の
日常の生活そして人生の様々な出来事に密接にかかわってきます。法律を知ってい
ることによって，自分の権利を守ることが出来たり，未然に被害を防ぐことができ
ます。法律を学ぶ楽しさを是非経験して頂ければと思います。もう，ちょっと残り
が少なくなりましたので　法律の頭の体操はこれくらいにしまして，ちょっとまた
元に戻りまして私ごとの話をさせていただきます。
10．アメリカでの生活
　私は大学を出て司法試験に合格した後，仕事もしたい，また家庭も持ちたい，と
いうことで結婚いたしまして 2人の子どもを育てながら仕事をしておりました。上
の子が，生後10か月のときに家族 3人でアメリカに行きました。 1年間はテキサス
州のダラスで，後の 1年間はニューヨークで暮らしました。ダラスでは大学の学生
寮に住んだんですけれども，その寮というのは家族持ちで留学してきている人のた
めの寮だったのです。私たちの寮には20家族が住んでいました。ヨーロッパ諸国か
らアジア諸国からあるいは南米からアフリカからオセアニアから世界各国からの留
学生と 1年間一緒に暮らしました。みんな若いお母さん達なんですけども，お母さ
ん達と話合って一緒に交代で子どもたちの面倒を見合いましょう，といって寮の空
いている一室を保育室にして助け合いました。子どもの命とは肌の色は違っても，
本当に輝いているな，一人ひとり大事な使命を持っているんだろうなと思って面倒
を見ておりました。
　また，よく母親同士で週に一度近くの市場に買い物に行きまして，みんな貧乏学
生ですから一山いくらというのを買ってみんなで分けるんですね。例えば鯰の頭，
というのは鯰の身の方は高く売れるんですけども頭を切り落として一山 1ドルで売
っているんです。今でいえば100円。それを買って，それぞれ自分の国ではどうい
うスープにするか，というのをみんなで料理して食べ合ってというのも大変良い思
い出でした。
　そしてダラスからニューヨークへ， 1年目が終わってニューヨークへ行くことに
なりましたが飛行機代がとても高いんですね。ちょうど夏休みでもあるし，車で，
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アメリカの中古の車を500ドルで買いまして，今でいえば約 5万円。とっても大き
な車なんです。後ろに 5人，前に 5人乗れる乗用車なんですけどもそこに荷物を一
杯詰め込んで，そしてダラスを出発してアリゾナの砂漠を通って西海岸までいっ
て，で，西海岸からずっと北上しましてワシントンからシアトルからニューヨーク
へと40日間のアメリカ横断の旅をいたしました。ちょうどその時私はお腹の中に長
男がいまして妊娠 7か月でした。ドクターから長期間のドライブは辞めた方がいい
んじゃないか，と言われたんですけれども，まぁ使命があれば生まれてくるでしょ
うと，大変乱暴な論理で強行を致しました。
　そんなことがあって，ニューヨークでは大きな 2階建ての， 1階部分と 2階部分
が分かれておりまして， 1階部分を借りまして 2階には大家さん，初老の女性と猫
が 1匹住んでおりました。子どもの面倒を見てもらったり，お料理を教えてもらっ
たり，本当に家族同様に仲良くしてまいりました。ニューヨークについて 3か月後
に長男をニューヨークの病院で産みました。その時にアメリカの医療制度というの
を身を持って体験いたしました。アメリカの民主党は近年クリントン女史が国民皆
保険制度を訴えていますけどもなかなか実現できておりません。
　アメリカでは日本のように国民保険証を持っていけば誰でも何処でも必ず医療を
受けられるという国民皆保険制度になっていないんです。多くの人は民間の保険に
入っている。お金持ちの人はいい保険に入り，それなりの人はそれなりの保険に入
り，私たちみたいな貧乏な学生は保険にも入れませんので，そういう人達専用の病
院がありました。私はそこで出産しましたが 3日で退院しました。当時，日本では
産後 1か月は安静にといわれていましたが，アメリカでは 3日後からは普通の生活
をするようにといわれました。病院では黒人のお母さんと同室になりました。私は
2人目ということもありましてあまり慌ててはいなかったんですけれども，ともか
く救急車だけは呼んでくれるな，と言っておりました。なぜでしょう。そうなんで
すよね。向こうでは救急車は有料なんです。日本は無料ですから何かあったらすぐ
119番，と呼べば来てくれますけど，当時は，州によって違いますけれども 1回 7
万から10万円はとられた，と思います。これはアメリカで良く言われている話です
けど，救急車が現場について真っ先に何を聞くとお思いでしょうか。日本だったら
「どうしましたか」，「どこが悪いんですか」と聞きますけれども，「あなたは保険に
入ってるか，どの保険に入ってるか」という風に聞いて，良い保険に入っていたら
良い病院，それなりの保険はそれなりの病院へ。私たちみたいな保険に入ってない
のはその専用のところ，と行き先が違う。
11．帰国後の仕事，家事，育児
　ともかくアメリカでの 2年間の生活を終えまして，家族 4人で帰国いたしまし
た。そして私は 2人の子どもをすぐに保育園に預けて仕事を始めました。 2人の子
どもを自転車の前と後ろに載せてオムツも着替えも仕事の鞄もみんな乗せて凄い格
好で通っておりました。晴れた日はいいんですけど，雨が降ったり雪が降ったりす
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ると自転車は使えない。バスがなかなか来ないタクシーもつかまらない。本当に大
変な思いでした。また風邪をひいたとか麻疹になったというと保育園は預かってく
れない。お医者さんに連れて行かなくてはいけないし，朝10時の法廷に遅れてはい
けないし，本当に泣きたい思いが何回もありましたけれども，実はその体験が議員
になって保育所の待機児童ゼロ作戦とか，子育てサービスの充実とかの実現に繋が
りました。
　ある日，いつものように朝起きて子供を前と後ろにのせて，荷物を載せて，そし
てさぁ出発といって前の子を降ろして後ろを見て降ろそうと思ったら乗っていませ
ん。乗せ忘れてきてしまいました。それほど前のめりになって必死で走っておりま
した。急いで家に戻りましたら家の前で長女が泣いておりました。未だに「あの
時，お母さんは私を置いていった」と言われます。
　私たちの若い時代は，仕事も女性は男性の 2倍 3倍やってようやく一人前と認め
てもらえるそんな時代で，本当に必死でがむしゃらに働き続けてまいりました。家
事，育児，仕事。朝早くから夜遅くまで走り続けましたけども，ある時，ついに体
力の限界で過労で倒れました。家事育児は女性だけが受け持って当たり前という時
代から今は少しずつ変わって，育メンというようなことが流行っているそうですけ
れども，ともかく，後に続く女性の皆さんには私たちの年代のような過酷な働き方
ではなくて，もっと自然な形で，子育ても楽しめる・家族との時間も大切にでき
る，そんな自然な形にできればいいなと思っておりました。
12．政治家として
　弁護士として20年経った時に，公明党の議員にというお話をいただきました。そ
の頃，創立者と歴史家トインビー博士との対談を読んでおりました。その中で，こ
の 2人の世界的指導者が世界平和を実現するために，庶民の人達を幸福にするため
に，何をしなければならないのかということを深い哲学の上から論じておられるこ
とに感動し，何度も読み返しました。そこでは「女性の意見が尊重される社会は平
和で幸せな社会になる」と語られておりまして，女性の役割・使命がますます重要
になる，と。それに背中を押される思いで一生懸命に18年間走ってまいりました。
育児介護休業法を充実させたり，あるいはDV防止法とか，ストーカー規制法ある
いは　子どもの権利条約の批准，児童虐待防止法，発達障害者支援法，性同一性障
害者特例法，刑法改正などたくさんの立法に携わらせていただきました。本当に良
い思い出をたくさんいただきました。また，創立者は今から既に50年も前にこう明
言されておりました。「宗教革命は即政治家革命，政治革命に繋がっていく。それ
が歴史の方程式である。私はやがてこの理想が実現することを信じている」といわ
れました。公明党の創立者も池田先生です。公明党は創立者の理想すなわち世界の
平和，人々の幸福実現のためにつくられたということを学びこの理想実現のために
一議員として日々祈りながら戦わせていただきました。議員の時代創立者から度々，
叱咤激励，ご指導をいただくことがありました。それは公明党は徹して庶民の側に
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立て，徹して平和のために，人々の幸福のために働けということでした。
　20世紀は戦争と対立と競争の時代。男性優位の時代でした。また，帝国主義とか
民族主義とか軍国主義，人々の不幸の上に我が幸福を築いて恥じない時代ともいわ
れました。これを変革して，21世紀は対話と思いやりと助け合い協調の時代にして
いかなければいけない，そのためには21世紀を女性の世紀にといわれました。生命
を慈しみ育てる。また平和を心から願う女性が活躍する時代に私たちがそういう社
会にしていかなければならない，と決意しながら戦わせていただきました。
　またある時，創立者は次のように語ってくださいました。「政治とは何か。それ
は闘いである。民衆の生活をよくする闘いである。民衆の苦悩を救う闘いである。
何も変わりはしない，と諦めてしまった民衆に対して，違う，自分達の暮らしは自
分達の力で変えられるんだ。我々の人生の主人公は我々自身なんだ，と励まし，未
来を指さし，障害の山を乗り越え，希望を現実に変えていく闘いである」。政治の
現実は大変厳しかったですけれども，その壁にぶつかる度に創立者の励ましを思い
出して自らを奮い立たせてまいりました。
　苦労もあり悩みもあり挫折も経験しながらここまで走ってこられましたのも，本
当に創立者の励ましと，また，皆様の激励のお蔭です。心から感謝しております。
これからも皆様と共に希望の未来へと走り続けてまいりたいと思います。本日は拙
い話をお聞きいただきまして大変ありがとうございました。
盛大な拍手
